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An Analysis of Russia-Related Articles in Shonen Kurabu 


























































































































































































































































































































































































































































































































































　岡田刀川作「悲しい約束」(1920.12)は、アンドルー・ラングのThe Green Fairy Bookに入っ







































































出版日 タイトル 作者 内容
1917.1 （戦争／お伽）敵の機関銃を担いで 小柴博 第一次世界大戦
1917.4.10　春期増刊 （冒険軍／事小説）梅花少年 大原武夫 第一次世界大戦
1918.6 （活動／寫眞）革命騒動 吉岡貫一郎 革命・滑稽
1918.10～1919.3 （熱血冒／険小説）密獵怪船 宮崎一雨 オホーツク・ロシア人
1919.1 （秘密／小説）コサツク魂 望月紫峰 革命・ロシア人
1919.7.10　夏季増刊 （探偵／腕くらべ）魔人團 筑波四郎 秘密結社
1920.2 課外讀本　第一課　忠僕 作者名なし 「忠僕」
1920.7.10　夏季増刊 （熱血／小説）決死の使 宮崎一雨 シベリア出兵
1920.11 ローマ字クラブ　KOSAKKU NOKO 櫻根孝之進 コサック
1921.9 日本少年の義膽 大瀧九二雄 樺太
1923.1～1924.1 （熱血小説）馬賊大王 宮崎一雨 日露戦争
1924.4～1925.3 （熱血小説）蠻勇快傑 宮崎一雨 シベリアからアジア
1924.6 （泰西／美談）荒野の墓標 木村小舟 「忠僕」
1925.1～1925.4 曠原の俠少年 阿武天風 満州・ロシア人
1925.12 血に染つた指 南達彦 ロシア人
1926.1～1927.11 （愛國小説）太陽は勝てり 阿武天風 未来戦・ロシア人
表②　日本人作家による創作
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團」（1919.7.10夏期増刊）は、ロシアに帰化した日本人スパイが探偵を煙に巻いて姿を消す話で、
労働者の側に立つ義侠心のあるスパイに対する善悪の判断はあいまいのまま終わっている。
ロシア人に関連して、悲哀感がただよう話が3編あった。櫻根孝之進「ローマ字クラブ　
KOSAKKU NOKO［コサックの子］」（1920.11）は、ローマ字書きで草原を馬で行くコサックの
親子を叙情的に描写したもので、レールモントフ作詞の「コサックの子守唄」から題材を得た
と推測される。大瀧九二雄「日本少年の義膽」（1921.9）は、樺太に住む日本人少年がロシア人
の養子になって苦労する話、南達彦「血に染つた指」（1925.12）は孤児のロシア少年が自分の指
を犠牲にしてサーカスの親方を救う話である。
②宮崎一雨と阿武天風の連載小説
　表②にあげたロシア関連の読物16編のうち、4編の連載小説を宮崎一雨（生没年不明）が書い
ている。一雨は忠君愛国の「熱血小説」を多数執筆した作家であった16。「（熱血冒険小説）密
みつ
獵
れう
怪
くわい
船
せん
」（1918.10～1919.3）では、北洋の密猟船のボーイになった哲哉少年が、ロシアの密猟船
に命を救われる。ロシア船員は「君
きみ
達
たち
の男
をとこ
を潰
つぶ
すやうな事
こと
は斷
だん
じてしない、安
あん
心
しん
して來
き
給
たま
へ」
（1919.3）と言って救助してくれる信義に厚い人間として描かれている。
　「（熱血小説）馬
ば
賊
ぞく
大
だい
王
わう
」（1923.1～1924.1）は、日露戦争前に大陸に偵察に出かけた大八少年が
馬賊となった日本人の助けでロシア軍備地図を手に入れて、戦争を背面から援助する。旅順の
ロシア兵を「威
い
張
ば
る露
ろ
助
すけ
」「意
い
地
ぢ
汚
きた
ない」とし、秘密を漏らした将校を「酒
さけ
を呑
の
まずには居
を
られ
ない露
ロ
西
シ
亜
ア
人
じん
の事
こと
であるから、いい年
とし
をして、ヘゞレケに酔
ゑ
ひ往
わう
來
らい
を蟹
かに
のやうに横
よこ
にのたくつ
てゐる」と描写する（1923.6）。その一方で、敵対するロシア将校は冷静沈着な男に描かれている。
　「（熱血小説）蠻
ばん
勇
ゆう
快
くわい
傑
けつ
」（1924.4～1925.3）では、国を憂える15歳の頑鐵少年が、武者修行と
して入ったシベリアで狼と戦い、山賊のロシア人流刑囚を退治する。5年後には豪快なロシア
人と一緒に、幽閉されていた王をオデッサから救出する。
　シベリアやロシア人をモチーフにした一雨の意識の底には、日本の領土的野心の対象である
シベリアや、粗野なロシア人といった明治以来のロシア観・ロシア人観があったことが確認さ
れるが、ロシア人のイメージが悪役に限定されていないのは大正という時代背景が反映してい
ると考える。ロシアに関連した一雨の冒険小説は、定型化された登場人物と既視感のある筋立
てで、新鮮味は少なかった。
　阿武天風（1882-1928）のロシアに関係した連載小説は、2編である。「曠
くわう
原
げん
の俠
けふ
少
せう
年
ねん
」（1925.1
～1925.4）は、北満洲を舞台に、中国人の馬賊に捕らえられた勇少年が、やはり捕虜になってい
た父とロシア人ナターシャ嬢を助け出す。伐採事業を行っている父の元へロシア人が運転する
トロッコで出掛け、ロシア語で「スカレー、スカレー（早く）」「ハラショ」と会話しながら進
んだり（1925.1）、ナターシャの父が森林伐採業の林区の権利を所有している（1925.4）など、天
風がハルピンに暮らしたことがあるせいか、ロシア人や満洲の描写に現実感がある。天風は英
語が使えたというが、ロシア語からの翻訳書も出版しているため17、ロシア語の知識もあった
と推測される。天風は1918年に武侠世界社の特派員としてシベリアに出かけ、その後ハルピ
ンで『西伯利亜新聞』を経営していたので18、シベリアへの関心も強かったことがうかがわれる
が、作品には結実していない。
　「（愛國小説）太
たい
陽
よう
は勝
か
てり」（1926.1～1926.12）は未完に終わっているが、実在した外国人を
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含む多数の登場人物を配して、蒙古や印度の独立を日本が援助して共栄圏を作って英米と対抗
するという、天風の政治的な活動や夢が盛り込まれた壮大な内容である。脇役で登場するロシ
ア人博士ミリウコフとウラジミール少年は、シベリアで過激派から日本軍に命を救われたこと
を恩義に思っているという設定で、博士は「猛毒バクテリア」を発明して手助けをする。小説
の中で天風は、「ニチエオウ」（まあ、いいじゃないか、そんなにやかましく言うな）というロ
シア人の口癖を紹介し、「露
ロ
西
シ
亜
ア
人
じん
一
いち
流
りう
の呑
のん
氣
き
さ加
か
減
げん
」がよく表されているとする（1926.8）。ロ
シア人に接した経験から出た言葉と思われ、好意的と同時に揶揄的でもあった実地のロシア人
観がうかがえる。終盤の翌1927（昭和2）年になると、日本とソビエトとの共闘を構想しており、
黒海沿岸から石油を輸入し、北樺太の油田の利権を得るなどの計画が語られる。日ソ基本条約
（1925）による国交正常化を反映しての内容で、当時の新しいロシア観が提示されている。
４）文学性を指向した同時代の児童雑誌との比較
『赤い鳥』（赤い鳥社、1918.7～1936.8）には、ロシアの昔話が11話掲載され、「鷹のフィニス
ト」や「カマスの命令」などの読み応えのある本格昔話が紹介されている。また、ロシア作家の
翻訳が多数掲載されており、大正期にはソログープ6作品、トルストイの民話3作品、チェー
ホフの「靴屋と悪魔」などが載っている19。
『おとぎの世界』（文光堂、1919.4～1922.10）には、昇曙夢や細井夕霞が再話したロシア昔話
が21編掲載されている。1921年3月号は「ロシア童話号」と名付けられていることからもロシ
アへの関心の高さがうかがえる。武者小路実篤の「新しき村」でトルストイの誕生日が祝われ
ている報告もある（1920.8）。
『金の船・金の星』（キンノツノ社・金の船社、1919.11～1928.4）にも、9編のロシア昔話が見
られる。トルストイの民話「馬
ば
鹿
か
のイワン（ロシヤ）」（山野虎市、1923.8・9）と、ドストエフス
キーの紹介（大木雄三「悲
かな
しき 夜
ナイチン
鶯
ゲール
」、1925.5）も掲載されている。
『童話』（東京堂、1920.4～1926.7）には、浜田廣介が翻訳したソログープの作品（1920.6）、ク
プリーンの創作（1922.10）などが紹介されている。原典を記していないがロシア昔話3編、ゴー
ゴリの「鼻」と「検察官」の改作（1923.7・8、1925.7）、エルショーフ「せむしのこうま」の再話
（1925.8・9）も掲載されている。
これらの雑誌には、ロシアの昔話やロシア作家の作品が多く掲載され、高い評価を得ていた
20。『赤い鳥』『童話』ではこの時期ソログープの寓意的な作品が芸術性の高い童話のお手本と
して扱われていることが見てとれる21。ソログープは童心主義の成立ともかかわっていたが22、
童心主義は娯楽読物を中心とした『少年倶楽部』とは異なる児童観であった。一方で『少年倶
楽部』で見られる政治や社会状況の報道的な作品は少なく、少数の日露戦争に関連した作品は、
穏やかな回想や人情を描いたものであり23、ロシア革命に関する内容のものはなかった。
４．「その他」の中から
『少年倶楽部』「読者文芸」の「短文」（1925年3月号）に「ロシア人」というタイトルの高崎市
の石田信夫の投稿が「優等」の一編として掲載されている。「セル地ラシャ」を覚束ない日本語
で売りに来た「沈んだ顔をした露人」について書いたもので、秋田雨雀の「評」には「影のやう
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なロシヤ人の姿が見えるやうだ」とある。身近に接するロシア人のイメージが、暗く悲哀を伴っ
ていることが読み取れる例である。
５．『少年倶楽部』に描かれたロシアのイメージ
ロシアに関係した記事からイメージされるロシアとロシア人像を以下のように考察した。
１．日露戦争で勇敢に戦ったロシア軍。戦後10年以上が過ぎて、明治期のような侮蔑的な言
説は影を潜め、勇敢で人道的であると描写されている。日露戦争の勝利は日本人の優越感と
愛国心を強めるツールとなっており、日露戦記は好戦的な気分をあおる読物と化している。
２．シベリアやロシア人の多く住む満州は、旧来の冒険の地。『少年倶楽部』には南洋の冒険物
語が多数掲載されており、シベリアへの関心は明治期の少年雑誌に比べると薄れているが、
冒険小説では依然として少年が武者修行や冒険をする地として描かれている。
３．粗野で乱暴な悪漢であるロシア人のイメージと、味方となって協力するロシア人のイメー
ジが併存。宮崎一雨の小説では両タイプが登場、阿武天風の小説ではロシア人は戦友となる。
筑波四郎作の探偵小説のスパイも、絶対的な悪には描かれないあいまいな存在。
４．不幸せや悲哀感と結びついたロシア人像。革命後白系ロシア人が来日して、明治に比べる
と身近な存在になっている。行商のロシア人についての作文や、ロシア人混血児の手記など
から、ロシア人が不幸や悲哀感と結びついていることが浮かび上がる。それはまた、日本人
の優越感を増長させるものでもあった。
５．ロシア革命は、残虐な過激派の暴挙。革命は絵物語で揶揄されて、革命軍と戦ったコサッ
クの少年はヒロイックに描かれた。レーニンやゴーリキーも、思想は抜きで波瀾万丈の生い
立ちをしたとして紹介されている。革命後、飢餓状態にあるヴォルガ地方は恐ろしいイメー
ジであるが、現地の直接的な情報が掲載されていないために実情は判然としない。
おわりに
1921年から編集を担当した加藤謙一によると、『少年倶楽部』は「面白くて為になる」内容に
より児童の徳育を目指した娯楽的な雑誌で、ともかく面白さと冒険と空想の読み物の提供を求
められたとのことである24。ロシアに関する記事は多いとは言えず、革命や社会主義、それに
ともなう混乱といった現実のロシアについては、当時の米騒動や労働争議が同誌に掲載されな
かったのと同様に、ほとんど扱われていない。
明治期には日露間の緊張が高まっていたこともあり、児童雑誌にもロシアの様々な情報やロ
シアの昔話や文学作品が掲載されていた25。一方、1918（大正7）年に創刊した『赤い鳥』をはじ
めとする『おとぎの世界』『金の船・金の星』『童話』などの大正期の文芸的な雑誌には、トル
ストイの民話や、ソログープやチェーホフなどの作品が、無垢な子どもの姿を描いた文学とし
て掲載され、ロシア昔話の紹介も多かった。また、大正期にはロシア文学がブームであり、ロ
シア昔話も鈴木三重吉の「世界童話集」シリーズ（春陽堂、1917～1932）をはじめとして多数紹
介されていたが、『少年倶楽部』にはロシアの文学や昔話、トルストイの思想はほとんど登場し
なかった。
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『少年倶楽部』に見られる、日本の優越感を確認してくれる日露戦争や、活躍の場所としての
シベリアや満洲のモチーフは、明治以来、少年雑誌で多数採り上げられていた。また、日露戦
争後、特に大正時代にはロシア革命による亡命ロシア人の存在もあって、ロシア人は没落した
悲哀感を伴うイメージで描かれている。これらは大正ロマンの時代を背景に、異国情緒も加味
されて、当時の大衆的な児童雑誌や絵雑誌に見られるロシア観・ロシア人観と共通している。
ロシア革命・ボルシェビキについては、過激派、市民の敵との認識が一貫しており、揶揄す
る作品が見られた。冒険小説に登場する悪人でもあり善人でもあるロシア人観は、情報の少な
かった当時の大衆がロシアに抱いていた漠然としたイメージが反映しているとも言える。阿武
天風のＳＦ的な冒険小説「太陽は勝てり」に描かれた日本とソビエト間の将来の展望は、日本
の領土的野心の新しいバージョンであった。娯楽を重視する『少年倶楽部』の方針により、ロ
シア革命をはじめとする海外や国内の社会情勢を正面から取りあげない編集姿勢は、昭和に
入って国策を無批判に支持して、少年たちを戦争に駆り立てた誌面へと直結している。
堺利彦の書いたヴォルガ地域の飢饉救済を訴える記事、エロシェンコの作品などは、これま
でのところ他の児童雑誌では見られない『少年倶楽部』独自のものであった。娯楽中心の雑誌
にこうした作品が登場しているのは、読者投稿の短文の選考を担当していた秋田雨情が編集者
の加藤と同郷であり、エロシェンコなど社会主義思想に近いところにいた人びととのつながり
があったことが理由のひとつと推測されるが、詳細は不明である。今後も調査を続けて分析を
深めたい。
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